
令和◯年◯月◯日（日）実施

Ａ

受験地番号

受験地番号は左づめに記入すること。

受験番号

K２２

文部科学省後援 書写技能審査　
令和◯年度第◯回

硬筆書写技能検定 
〔試験時間〕

〔注意事項〕

〔試験の流れ〕

【受験地番号・受験番号記入欄】

〔マークシートの記入〕

分
「第１問速書き」1 分（黙読）+ ４分
「第２問以降」　85 分90

１．受験する級の問題冊子であるか確認してください。
２．試験監督の指示があるまで問題冊子を開かないでください。
３．問題内容に関する質問は一切受けつけません。
４．携帯電話等の電子機器は必ず電源を切り、絶対に使用しないでください。
５．不正行為をした場合は、答案は無効となります。
６．受験票と受験に必要な用具以外はすべてしまってください。
７．下敷きは無地のものを使用してください。
８．鉛筆で字を書いた上からなぞり書きはできません。二度書きやレタリングはできません。
９．修正液・修正テープ・消せるボールペンは使用できません。

 【受験地番号・受験番号の記入】
受験地番号・受験番号は、この表紙・
第１問解答用紙・第６問解答用紙・マー
クシート用紙の計４箇所に、受験票に
記載されている番号を正確に記入して
ください。
【準登録（片方合格）の手続き】
 準登録（片方合格）の方は、該当科目
を必ず白紙で提出し、理論免除の方は
マークシート用紙の「理論免除」欄を
マークして提出してください。

・ 第１問「速書き」は、１分間で筆記具
をもたずに黙読し、その後４分間で解
答します。解答には必ずボールペンを
使用してください。
・ 解答終了後は第１問解答用紙を提出し、
再開の指示があるまでは待機していて
ください。

・ マークシートの記入には必ずＢかＨＢ
の鉛筆を使用してください。受験地番
号・受験番号の記入に不備がある場合
無効となります。
・ マークシートの試験日程欄は、「Ａ」を
○で囲って提出してください。

［不許複製］
この試験問題の複製（コピー）を禁じます。また、この試験
問題およびその内容を当協会の許可なく他に伝える行為や、
漏えい（インターネット上に掲載することを含みます）する
ことを固く禁じます。

２級
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文部科学省後援　書写技能審査
令和◯年度第◯回硬筆書写技能検定 試験問題 ２級

硬 A

実 技 問 題 準

ホ
チ
キ
ス

第１問 つぎのわく
4 4

内の文を、所定時間内で下に書きなさい。
〈必ずボールペンを使用すること。〉定規やものさしは使用できま
せん。鉛筆で補助線や下書きをしてはいけない。所定時間　４分

受験地番号 受験番号

K２２

硬筆書写技能検定　第１問解答用紙

　秋になると、ロンドンからこのブライトンまでの道のりを、ア
ンティークカーのレースが行われる。最も速く走った車が優勝す
るのではない。あべこべで、最も遅く着いた車が優勝するのだ。
もちろん途中で止まってはいけない。だから参加者は思い切りよ
ろよろと走り続ける。



3

秋
草
　
霧
雨
　
月
光
　
湖
畔
　
読
書

秋
草
　
霧
雨
　
月
光
　
湖
畔
　
読
書

楷
書

行
書

第
２
問
つ
ぎ
の
わ
く
4

4

内
の
五
つ
の
語
句
（
10
字
）
を
、
楷
書
と
行
書
で
左
に
書
き
な
さ
い
。

〈
つ
け
ペ
ン
・
万
年
筆
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
サ
イ
ン
ペ
ン
の
い
ず
れ
か
を
使
用
す
る
こ
と
。〉　

定
規
や
も
の
さ
し
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
鉛
筆
で
補
助
線
や
下
書
き
を
し
て
は
い
け
な
い
。



5

　
草
木
が
枯
れ
、
山
も
す
っ
か
り
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。

ま
き
の
葉
ご
と
に
ま
っ
白
な
朝
霜
が
置
い
て
、
秋
も
暮
れ

て
し
ま
っ
た
。

第
３
問
つ
ぎ
の
わ
く
4

4

内
の
文
を
、
左
に
書
き
な
さ
い
（
漢
字
は
行
書
で
書
く
こ
と
。
平
仮
名
は
連
綿
で
書
い
て
も
よ
い
）。

〈
つ
け
ペ
ン
・
万
年
筆
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
サ
イ
ン
ペ
ン
の
い
ず
れ
か
を
使
用
す
る
こ
と
。〉　

定
規
や
も
の
さ
し
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
鉛
筆
で
補
助
線
や
下
書
き
を
し
て
は
い
け
な
い
。



7

　セザンヌ（Ｐａｕｌ　Ｃｅｚａｎｎｅ　１８３９～
１９０６年）は、フランス画家。エクス・アンプロバンスの
生まれ。１９０５年大作「水浴」を完成、近代絵画に大きな
影響を与えた。

第４問

つぎのわく
4 4

内の文を、横書きで下に書きなさい（漢字は楷書で書くこと。
数字やローマ字は、仮名や漢字に似合うものであればよい。速書きをね
らうものではありません）。〈つけペン・万年筆またはボールペン・サイ
ンペンのいずれかを使用すること。〉定規やものさしは使用できません。
鉛筆で補助線や下書きをしてはいけない。



9

　
秋
晴
れ
の
日
、
コ
ス
モ
ス
を
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
白
・
ピ
ン
ク
の
濃
淡

や
珍
し
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
も
あ
り
ま
す
。
今
年
は
ま
だ
台
風
に
も
あ
わ
ず
、

き
れ
い
に
咲
い
た
の
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
来
年
は
ぜ
ひ
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
。

第５問

つぎのわく
4 4

内の文を、下のはがきに縦書きで体裁よく書きなさい。
〈つけペン・万年筆またはボールペン・サインペンのいずれかを使用す
ること。〉定規やものさしは使用できません。鉛筆で補助線や下書きを
してはいけない。



第１問 第２問 第３問 第４問 第５問 第６問

点 点 点 点 点 点

令和○年度第○回硬筆書写技能検定　第６問解答用紙
受験地番号

受験地番号は左づめに記入すること。

受験番号

K２２ ２級
硬 A

準

ホ
チ
キ
ス


